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.全´`―ンを出して.欠 o,がないか確認して下さ
'ヽ

見なれない′|― ツに.小さなビンが入つています
.

が .こ れは.ブ
'ン '級

に接続用の端子として立て

て使います。第 3図のように指定のところに押し込
・ みます。              |

トランジメ′―の種性は神 図の通 ,ですから向

きを問遺えないように取,つけます.

抵抗は. カラー●―ドといって色分1,で .抵抗値

が表示 されていますから.ま だよく判ら
',い

人は部

品,を参考に.最初に抵抗傾を刊いた紙に挿してお

けば.1不 1本探す手間が省けます。 (“ -6お照)

●ンデンサーの表示は. 0.01は 103と 印鵬 れ

ています。これは.10× 10'で Ю.∞OPFの ことで

す。 100 pF未 溝は.その敏が表示されています。

Q4の トランジスターは.図 -6のよう
'こ

付属の3

X10ビスでふ板と放熱器と共締めにします。ていね

いに組立てても2時lolも かからないでし,う。

基板ビンの接続

第
'図

のように .メ ータ ーをつけた ,.テ スター

MIZIUH`=》

ローズキッ トシ |,― ズ

lW AM O″ QRP
50 MHz送 信機キ ット

oDEtQP-5O
¥4000-

●|● ●

周波数を電子にい方へ可変するこ上ができます。

(水晶発振子のことを′
'ス

タ′●とも呼びます。)

0 逝街膠

水11発 振ようの6MH′ 出力をひずませて高調波

を作,.そのうちから3倍の
'OMH′

成分のみを取

,出 します。 (こ のことをヽリツ,といいまヽ ,

0 緩衡増幅器

この回路は. うしろの

“

輌裕やアン,ナの影響が

水品発振器に及,fすのを防ぐためのものです。パ′

フ,と も呼確 す。

① 電力増幅器

ことは .前の段からの小さな電力を十分な強い電

力に増幅します。 と|=い ってもlWです. ことは C

徴で動作させ.AM変 調をかけることもできます.

図 ― l ′ ロ ッ ク 図

や さし くつ くれ る送信機

自分で組立てた送信機でQSOしたときの感漱は.

どんなデラ′クス送信機でのQSOよ ,大きいもの

です。また.ハイ´`
'―

が多い時代にlWの QRP
でのQSOは .とても楽しいものです。

QP-50は .こ んな楽しみを皆さんに味わってい

ただこうと. ミズネ通饉ふ0をこめておおく,する

'‐
送l,機のキ′卜です.

本機は電信送信機 ですが変調器 をつければ AM送

「

機に もな ります.なおキ ,|はパ ラキン トと呼ば

れる. ●― ズや ′卜です。

回路 の 働 き

本極 oブ ●′′図は.第 1図のよいこ.4ス テー

ジで1載 されています。回路は第 0図の取りです.

では各性の働きを講べてみまし
=う

.

0 水品発機器

60 MH´ の1/3の周波数16 MH′ を発振させます.

叉.こ こで・ イ′●とバツ■ンを水品に直列に入れる

と.VXO(可 変水品発範 となり.ホ品の固定
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図-2  回 路  図
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図-6 哲抗のカラー ●― ドの凛み方
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で回路の電流を潤るのに使います。

もし. '― ターを使わない場合は.点線のように

ごン尚を配限 します。
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◇発振段.通倍性の調整

P llと P12を
^メ '′

キ線でシ,一 |さ せ.Ll
の●アをいoぽい抜きます。 RFプ ●―プをQ2
の●レタターにうないでL2の ■7を廻し

'I力

最

大にします。

◇螢衝段の桐警

RF'― ターをQ`のペース回路につなぐか又

は終段の ,レ タ,―電流を見なから. CVTlの ト

'‐
―を廻し最大にします. 1'‐―の容量が最

~ 
螂 ■になってしま■

'時
には.L`の ビッチを

少し広げるか縮めるかして合わせます.

0鮮段の調整

電力尉の振れ載 は付属の ,ン ターンLEDの期

るさが最大になるように.CVT 2.OT81,‐
―を廻します. |'‐―の祥量が最大か最小にな

ってしまう時には. L4の ビ′チを少し広げるか

縮めるか して合わせ ます」 (第
'図

参照 )
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調   整

調常に先だoて .超簡場型のRF夕●―夕を作 ,

ましょう.メ ーターはジ■ンクのチ _― ヨングメー

'―
でも.テ

^タ
ーのI〔 流の低t圧 レ´ジか電流計

レンジの感度のよいところを使います。 (第 8図な

鳳 )

Ll l.2の ,ア を廻すのに.^― クや ブラ
^チ

′

クの棒の光をけずって調整棒を作れは

'想
的です.

で,■ 次に.出 力端子に鮮端型電力計戌|よ 50つの2

W立の抵抗をつけて電線をつなぎ.十一を押します.

(610でもかまいません。)

0ヽXOの調黎

Pll.P口 間に (8～″ PF 2連・ り`●ンを炒列

にして接続します(● ''パ
'コ

ンでも良い).パ
'

■ンに ツヽ‐―が,いている場合,tト リ‐―を入

れて C4を
'|し

.付いていない場合はC4を付け

ておきます。 これでス

'■
ン容量最大に して.L

lの ●アを入れてい くと周波数が下がっていきま

す.この可変範囲は
'OЮ

t位までで. それ以 ト

では発振が不安定にな 嘘 す。 さらに他の岡ユ嵌

へ出たい場合は水,Iを別なものに します.

図 -8 RF′ ロープの作 り方

テスターのC
リー ド̂

テスターの0
,― ドヘ

※ 測定簡所への配数はなるべ く短 く(30～ Ю ●,

以下 )し て下さい.'スクーヘ接継す る側11長

くなってヽかま,・ ま,●ん。

図-9 終段 トリマ~の 調整

図-7 基板のビン接続図
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以上で調唯は完了です。そばの受信臓で■―イン

グの音を,■ ターしてみます。近 くですと.キーを

あげて Qヽl及び02は キ撻していますから.符号

のス´`―スでヽ信号湖 |こ えますが.実際のQSO
では相手局|=は間こえませんから心己はいうません。

QP-60と 受信機との組合せ

60M〕1"受 信線|と しては.通信型費信機 (|ま と

んとが ,OMH`ま で )或はBCLラ ンオと
'OMH′

用夕,ス タ″●ンスーターの組合わせを使う方法と

,OMH′ トウンシーバーの受信部を使 う方法があ ,

ます。 この受信機とOP-50と を組み合わせて使 ,

には.フ ´テナ及

…

を切

'換
えるス′ンバィス

イ′ケo:必 要です.第 10"の ように. 2回路 2接点

(載は 3回路 2接点 )の メイ′チ 1ケ でOKtす が.

キ●,ブ レーシ■ン(自 分の出す電波を.受
=機

の

ダイヤル上でチ´′′すること)とおこなう場合 .

受信状態で活信機 を饉かせればよいわけです。

受信機の電源のスタ パ́イは. ク
'コ

ンの電源の

みを切れば漫受●機ti働いたままでかまいません.

トランシースーの受信部を使う場合は. トランジ

ーパーを受信状態|こ して.電源の元を切る方法が―

図 -11

●

ヽヽ T

2V
,

t(,ド ヽ

′,・ の́■3のみを剪る

トランシーパーの受信部を活用す

る場合

※メイ ′チ位置は

受信:ヽ態
i簡 単で す

QP-50は . ′|・・ 夕図をかけば.J ARLの保

証認定日 OW局として′|ス します。

ill■ .:
-3を

|,」 る

図-12 50 MHz専 用受信機との相合せ

●ヽ :,

I

′

０

12ヽ′

`le.=、

′

,Ctフ :',‐

:ヽ`■

■街型受信機

∞ M il`
′,,ヽ ク,●

● メ́ー ,一
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図 -10 ク リスタル コンパー ター付 BCL
ラジオ又は通信申 との組合

^ェ.′ し
      iヽ^イ ,チLlは

■信状態
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′

QP-5oを AM著信機にして使う

50M::`帯は.CW.AM. SS8. FMと あらゆ

る電波型式が使われます。 今までは.CWと い う■

で説明しましたが.AMに して使 うには.別売のM

OD-1変 調キ′卜を使います。 この接続法は図~

13の ようにな ,ま すが.QP-60で CWと 興なる析

はキーを付けるP13と P,`を シ■―卜させること.

P6と P,がに薇へ直接いかす. 変調トランスを通る

といぅことです。これでも.立派なAMも ぼ機にな

'ま
すので. Eスポ等によるDX通信をすることが

できます.

′

※スイ′チ社世は

,信状態

QRP送 信機

QRP送 信機
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QP-50

ヨ1  品  澪

ビン端子

■イ′I Si. 121

●イ′I SL-123
●イ′ISし  121
●イル SL-122
チ■―ク 2～ 2.2mH

Tl1 2 SC,45

TR をSCl,,7.
TR 2SC1301
水晶 ′,′ ト

水品 しOMH′ 帯

●

ナ    ′     ト

部 品 表

部品取 り付け を示す ン,● ′印ギ!

'1～
P14の 印に丼し込む

Ll

L2

1.=

Ql.Q2

■ ●お 回巻L`

ツケ′ 卜に奎込む

CV Tl. CVT2. CVT3 一
●

| す
―
・ ―

1,1

ヽ R〕 1.

R7. R8. Riイ

■12

`10`,
it,
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22 PF
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図 -13 MOD-1を 使った AMI調 のかけ方
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